
（様式２）大野市上庄小学校 上庄SDGｓ M.M.Z.プロジェクト

児童が主体となりミミズを育
て自作グッズ制作やPRに挑
み、生ごみとCO₂削減を地域
と共に進める持続可能なプロ
ジェクト学習の取組
①ミミズデザインTシャツづくり
児童がアイディアを出し、企業と協力
してグッズを製作した。

②上庄夏まつりでのPR活動
地域の夏まつりに参加し、活動をPRし
た。また、活動資金獲得のため、T
シャツ等を販売した。

③コンポストカバー改造後
福井大学、酒井化学工業の協力の下、
酷暑に負けないようミミズの環境を改
善した。

④ミニコンポストによる対照実験
ミニコンポストを設置し、コンポスト
カバーの違いによるミミズの育成状況
の違いを観察開始した。

②

③

①

④



（様式１) 

令和７年度「ふるさとの学び特別賞」応募票 

 

学校名  大野市上庄小学校 

 

１.テーマとアピールポイント 

テーマ 「上庄 SDGsプロジェクト～地球を守る小さなヒーロー ミミズごみコンポストの活動

とその持続化～」 

アピールポイント 

活動を始めて４年目。数々の挑戦と失敗を重ね、試行錯誤しバージョンアップし、様々な人と

協働することで児童が自身の未来をよりよくしていこうとしています。 

２．活動内容 

(１) 対象学年 ５年生２６名 ６年生２１名 計３７名   

(２) 取組内容 

本取組は、ミミズごみコンポストを活用した生ごみ削減と CO₂削減を目指し、児童が主体とな

って 4年間継続している。児童は挑戦と失敗を繰り返しながら学びを深め、SDGsを自分事とし

て捉えて活動を発展させてきた。今年度は課題解決に向けて「CO₂削減のためミミズを元気に育

てる方法」「活動資金の確保」「活動の周知」の三点を設定し、総合的な学習の時間を中心にア

イディアを練り、コンポストの改良や対照実験、グッズ制作・販売などを行っている。地域と

の関わりも広がり、生ごみの提供や夏まつりでのグッズ購入など地域住民が参画する形へと発

展した。また、学校便りや地域行事、おおの環境フェア、報道機関への発信を通して活動を広

く共有し、認知度を高めている。児童が自ら新たな視点をもち、コンポストの改良やプレゼン

テーション参加に挑戦するなど、継続的に地域課題へ働きかける取組となっている。さらに今

後はミミズが生ごみを分解する過程で生成される肥料の有効活用についても他者の協力を得な

がら取り組んでいくこととしている。  

 

３．年間活動実績（12月以降の予定を含む） 

・令和６年   

２月 ミミズデザインのＴシャツ制作（シルクスクリーン） 

２月 廃材を活用しミミズごみコンポスト改良（３代目） ミミズ購入 

３月 FUKUI SDGｓ AWARDS2024に参加 学生部門最優秀賞  

・令和７年  



５月 意見交流・課題発見 （協力 関西大学研究員三浦紋人） 

  持続的活動のための学び（協力 関西大学研究員三浦紋人） 

 ５月 「世界一大きな絵 EXPO2025」に福井県で初参加。命をテーマに大野市の命をイメージ

し、ふるさとの象徴となるモチーフを描いた。 

６月 おおの環境フェアに活動を展示しＰＲを行った。（協力 関西大学研究員三浦紋人） 

  「小学生ワクワク花づくりサポート」事業の土づくりにミミズごみコンポストの土を活用

した。 

 ７月 上庄夏まつりでのＰＲ活動準備（看板づくり、ミミズグッズ準備） 

   「小学生ワクワク花づくりサポート」事業で育てたマリーゴールド４５０本を県に提供し、

残りを地域（子ども 110番の家、こども園、公民館、駐在所等）にプレゼントした。 

 ８月 ミミズごみコンポストカバーの改良（協力 福井大学 酒井化学工業） 

    コンポストカバーを特許申請中の「雪室シート」に改良。外気温とコンポスト内の温度

を毎日記録し始めた。（協力 福井大学 酒井化学） 

    上庄夏まつりでの活動ＰＲとグッズ販売を行った。  

 ９月 対照実験用ミニコンポストを２つ設置。同量のミミズに同量の餌を与え、温度差による

ミミズの繁殖を観察し始めた。    

１１月 大野市連合音楽会で「ＭＭＺの歌（ミミズの歌）」を披露      

１２月 福井県「明日をひらく！プレゼンコンテスト」に出場し、活動を PR予定 

    対照実験用ミニコンポストの改良と観察。  

１月 児童がミミズごみコンポストに関するサントリーHD の記事に注目。リモートでサント

リーの担当者にミミズごみコンポストから出る肥料について学び、その肥料を「上庄ニ

コニコ      ひまわりプロジェクト」や学校園で活用する方法について考える。 

２月 大野市生涯学習フォーラムに出場し活動を PR予定  

 

なお、児童は毎日給食から出た生ゴミや家から持ってきた生ゴミを餌としてミミズに与えてい

る。年間通して何の餌を何グラム与えたかをカレンダーに記録しており、それを元に、ＣＯ２が

どれだけ削減されたかを計算している。本年度は１１月までに約１２０㎏の生ゴミをミミズが土

に変えた。それは計算によると約３７５㎏のＣＯ２を削減したことになる。 
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